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表
の
三
科
公
孝
氏
よ
り
「
中
小
企
業

の
生
き
残
り
を
か
け
る
戦
略
と
は
？
」

と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

建
設
業
界
に
お
い
て
、
自
社
の
強

み
を
活
か
し
て
ニ
ッ
チ
（
隙
間
）
市

場
へ
積
極
的
に
参
入
し
、
新
規
事
業

で
成
功
し
て
い
る
企
業
の
取
組
事
例

に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

（
※
）
に
つ
い
て
は
、「
自
社
の
経
営
戦

略
に
活
か
す
こ
と
で
、
新
規
受
注
が

増
加
し
、
売
上
向
上
に
必
ず
繋
が
っ

て
い
く
。」
と
力
強
く
語
ら
れ
た
。

今
後
建
設
業
が
生
き
て
い
く
上
で

の
重
要
な
手
掛
か
り
を
両
氏
よ
り
頂

戴
し
、
本
講
習
会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。

（
※
）
二
〇
一五
年
九
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
。

継
に
取
り
組
ん
だ
事
例
な
ど
、
課

題
解
決
に
導
い
た
支
援
事
例
が
発

表
さ
れ
た
。

今
回
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

く
ろ
か
わ
商
工
会
の
支
援
事
例

は
、
支
援
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
循
環
を
複
数
回
行
い
、

事
業
所
の
持
つ
強
み
を
活
か
し
た

経
営
計
画
策
定
と
実
行
支
援
で
成

果
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
持
続

化
補
助
金
の
活
用
に
よ
る
新
規
顧

客
開
拓
か
ら
始
ま
り
、
看
板
商
品

と
な
る
新
商
品
開
発
と
販
路
開
拓

ま
で
の
取
組
み
を
経
営
指
導
員
が

伴
走
型
で
支
援
し
、
売
上
高
・
営

業
利
益
率
と
も
に
増
加
に
導
い
た

事
例
で
あ
り
、
今
後
の
企
業
支
援

の
模
範
と
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

各
日
の
審
査
を
務
め
た
担
当
講

師
か
ら
は
、
年
々
支
援
レ
ベ
ル
の

向
上
が
見
て
取
れ
る
と
の
好
評
を

頂
く
と
と
も
に
、
具
体
的
な
成
果

（
定
量
）
を
意
識
し
て
達
成
に
向

け
た
支
援
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
経
営
指
導
員

が
自
ら
汗
を
流
し
会
員
企
業
の
経

営
改
善
の
た
め
に
伴
走
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
、
今
後
の
企
業

支
援
に
向
け
て
厳
し
く
も
力
強
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
た
。

尚
、
三
日
間
の
支
援
事
例
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
下
記

の
通
り
選
考
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

○
く
ろ
か
わ
商
工
会

　
（
発
表
者野村	

俊
介	

主
任
主
査
）

支
援
テ
ー
マ

「
継
続
」
伴
走
型
支
援

～
ヒ
ッ
ト
商
品
開
発
の
秘
話
～

【
優
秀
賞
】

○
南
三
陸
商
工
会

　
（
発
表
者千葉	

紀
子	

主
任
主
査
）

支
援
テ
ー
マ

顧
客
フ
ァ
ー
ス
ト
の
事
業
展

開～
徹
底
的
な
分
析
で
新
た
な

展
開
を
～

○
登
米
み
な
み
商
工
会

　
（
発
表
者上村	

拓
也	

主
任
主
査
）

支
援
テ
ー
マ

新
規
顧
客
開
拓
と
円
滑
な
事

業
承
継
に
よ
る
持
続
的
な
成

長
に
向
け
て

去
る
一
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
四
日
の
三
日
間
に
亘
り
仙
台

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
、
東

北
経
済
産
業
局
、
宮
城
県
及
び
市

町
村
担
当
者
等
多
数
御
臨
席
の

下
、
経
営
支
援
事
例
発
表
会
が
開

催
さ
れ
た
。

本
発
表
会
は
、
会
員
企
業
が
成

長
・
持
続
的
発
展
を
遂
げ
る
た
め

の
改
善
策
や
経
営
戦
略
の
提
案
等

に
つ
い
て
経
営
指
導
員
等
が
チ
ー

ム
で
研
究
・
検
討
を
重
ね
、
そ
の

支
援
事
例
を
発
表
す
る
こ
と
で
、

経
営
支
援
能
力
の
向
上
と
支
援
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

各
開
催
日
と
も
、
会
員
企
業
が

抱
え
る
経
営
上
の
問
題
・
課
題
を

商
工
会
が
提
案
か
ら
実
行
ま
で
伴

走
型
で
支
援
し
、
新
規
顧
客
獲
得

に
成
果
を
上
げ
た
事
例
や
事
業
承

最優秀賞を受賞した
くろかわ商工会野村主任主査

研究・検討を重ねた支援事例の発表が行われた

震
災
か
ら
八
年
以
上
が
経
過
し
、

復
興
特
需
も
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
い

る
状
況
の
中
、
建
設
業
界
が
抱
え
る

課
題
解
決
の
方
策
を
探
る
た
め
の「
建

設
業
経
営
講
習
会
」
が
、
去
る
二
月

七
日
、
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い

て
、
県
内
建
設
業
者
等
二
十
五
名
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
本
会
が
昨
年
八
月

に
県
内
中
小
・
小
規
模
建
設
業
者

約
五
百
社
を
対
象
に
、
震
災
以
降

の
経
営
状
況
や
今
後
の
経
営
の
見
通

し
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
経
営
実
態

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
分
析
に
携

わ
っ
た
㈱
萼が

く

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
齋い

つ
き

乾け
ん
じ
ろ
う

二
郎
氏
よ
り
具
体
的
な
解
説
を
頂

戴
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
と
直
近
の
受
注

工
事
高
の
比
較
で
は
、「
減
少
」
が
四

十
三
％
と
の
結
果
と

な
っ
た
が
、
そ
の
要
因

と
し
て
、
競
争
激
化
の

割
合
が
大
き
く
増
え

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

「
中
小
企
業
等
が
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、

既
存
の
事
業
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
、
積
極
的
に

新
市
場
へ
の
開
拓
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。」
と
話
さ
れ
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、

㈱
ノ
ウ
ハ
ウ
バ
ン
ク
代

経
営
指
導
員
の
経
営
支
援
能
力
向
上
の

た
め
に
支
援
手
法
の
共
有
を
図
る
！

︱
経
営
支
援
事
例
発
表
会
︱

中
小
建
設
業
の
生
き
残
り
を

か
け
る
戦
略
と
は
？

︱
建
設
業
経
営
講
習
会
︱
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ネ
ル
ギ
ー
（
資
源
）」
等
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
鳴
子
温
泉
郷

へ
の
交
流
人
口
増
大
が
目
的
で
あ

る
が
、
今
回
中
心
と
な
っ
た
東
鳴

子
地
域
や
川
渡
地
域
以
外
の
温
泉

地
で
も
湯
治
客
や
地
元
住
民
か
ら

大
変
好
評
だ
っ
た
と
の
反
響
が
多

数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以

降
は
、
鳴
子
温
泉
郷
全
体
へ
の
事

業
の
広
が
り
を
期
待
し
た
い
。

商
工
会
が
共
同
で
「
買
い
物
弱
者

支
援
委
員
会
」
を
組
織
し
、
町
民

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
対
象
に
町
内
で
の
買
い

物
の
現
状
や
買
い
物
支
援
の
ニ
ー

ズ
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
〝
買
い
も

の
て
つ
だ
い
隊
〟
と
銘
打
っ
て
、

高
城
町
商
業
振
興
会
及
び
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
㈱
が
、
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）に〝
買

い
物
停
留
所
〟
と
し
て
指
定
し
た

町
内
五
ヶ
所
を
移
動
販
売
車
で
巡

回
し
、
定
期
販
売
の
実
証
実
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
移
動
販

売
車
に
よ
る
実
験
的
事
業
を
通
じ

て
、
買
い
物
弱
者
各
々
の
個
別
の

買
物
事
情
が
改
め
て
明
確
に
な
る

と
と
も
に
、〝
買
い
物
停
留
所
〟

と
し
て
、
時
間
と
場
所
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
移
動
販
売
の
効
率

ア
ッ
プ
、
ま
た
お
客
様
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
創
出

に
も
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
や
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
り

〝
買
い
も
の
て
つ
だ
い
隊
〟
の
取

組
み
に
関
す
る
問
合
せ
や
移
動
販

売
車
の
来
訪
確
認
の
電
話
が
増
え

る
な
ど
、
地
域
住
民
の
関
心
が
高

ま
り
ま
し
た
。

実
験
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
取
扱
品
目
の
拡
大
や
〝
買
い
も

の
て
つ
だ
い
隊
〟
事
業
の
更
な
る

周
知
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

は
実
験
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
活

動
頂
い
た
高
城
町
商
業
振
興
会
及

び
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
㈱
を
中
心
と
し
て
、

松
島
町
及
び
（
社
福
）
松
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
関
連
機
関

等
と
の
協
働
に
よ
り
、
買
い
物
弱

者
に
対
す
る
支
援
体
制
の
更
な
る

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

松
島
町
で
は
少
子
高
齢
化
が
著

し
く
、
六
十
五
歳
以
上
人
口
は
約

三
十
五
％
と
、
県
平
均
二
十
五
・

七
％
（
平
成
二
十
七
年
国
勢
調
査

宮
城
県
デ
ー
タ
）
に
比
べ
高
い
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個

人
商
店
等
の
売
上
の
減
少
、
事
業

主
の
高
齢
化
に
よ
る
閉
店
や
廃
業

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
地
元
で

買
い
物
で
き
る
商
店
が
な
く
な

り
、
高
齢
者
等
の
買
い
物
弱
者
が

増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

県
商
工
会
連
合
会
が
公
募
し
た

「
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
事
業
」
を
活
用
し
て
、松
島
町
、

（
社
福
）
松
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
高
城
町
商
業
振
興
会
、
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
㈱
（
ま
ち
づ
く
り
会
社
）、

ク
２
０
１
９
」
を
開
催
し
た
。

期
間
中
、
延
べ
千
名
以
上
の
鳴

子
温
泉
を
訪
れ
た
湯
治
客
や
地
元

住
民
を
対
象
に
、
東
北
工
業
大
学
、

東
京
大
学
、
東
北
大
学
な
ど
の
大

学
関
係
者
、
健
康
企
画
に
関
し
て

は
現
役
の
医
師
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
、

芸
術
家
、
音
楽
演
奏
家
、
古
本
屋
、

各
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
な
ど
多
く
の
人

が
参
加
し
、
地
元
の
手
づ
く
り
企

画
を
は
じ
め「
食
」・「
健
康
」・「
趣
味
」

等
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
十
六
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
担

玉
造
商
工
会
で
は
、
鳴
子
温
泉

郷
に
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
て
い

る
湯
治
文
化
を
絶
滅
か
ら
救
う

き
っ
か
け
を
作
り
、
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
中
の
人
々
に
「
湯
治
Ｔ

Ｏ
Ｊ
Ｉ
」
と
い
う
保
養
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
県
商
工
会
連
合
会
が
公
募
し

た
「
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
去
る
九

月
二
十
三
日
～
二
十
九
日
の
一
週
間

に
亘
り
、〝
ス
ロ
ー
な
時
間
で
、
ス

ロ
ー
な
滞
在
を
。〟
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
湯
治
ウ
ィ
ー

「買い物停留所」での移動販売

作成したパンフレット東鳴子温泉の3店舗を巡って
地酒を楽しむ「ほろ酔いウォーク」

当
者
が
得
意
分
野
と
す
る
人
脈
等

を
活
用
し
、
事
業
者
等
に
負
担
の

少
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
こ
と

で
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
で
き

る
運
営
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
大
掛
か
り
な
企
画

で
は
、
学
生
と
地
元
住
民
が
世
代

を
越
え
た
協
力
体
制
を
組
ん
だ
こ

と
が
、
今
後
に
向
け
て
大
き
な
意

味
を
持
っ
た
。

さ
ら
に
、（
一
社
）
み
や
ぎ
大

崎
観
光
公
社
と
連
携
し
、「
湯
治

ウ
ィ
ー
ク
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
」
を

新
た
に
設
け
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
集

客
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
訪
れ

た
参
加
者
や
地
域
住
民
に
対
し
、

こ
れ
か
ら
の
「
鳴
子
温
泉
」
を
考

え
る
参
考
資
料
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、「
鳴
子
地
域
」
や
「
地
熱
エ

買
い
物
弱
者
対
策
に
向
け
た

実
験
的
事
業
の
実
施

︱
利
府
松
島
商
工
会
︱

新
た
な
湯
治
ス
タ
イ
ル
を

追
求
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

︱
玉
造
商
工
会
︱
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ナ
ン
ス
事
業
と
い
っ
た
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

③
折
込
チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布

サ
ー
ビ
ス
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
店
頭
で
の
配
布
や
新

聞
折
込
を
行
い
、
地
元
・
近
隣
市

町
村
の
農
家
へ
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ
を

行
う
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン
事
業

専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
立
ち
上
げ
、
継
続
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
顧
客
の
獲
得
を
目
指
し

ま
し
た
。

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

事
業
実
施
期
間
が
三
ヶ
月
間
と

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

農
薬
散
布
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

目
標
に
近
い
件
数
を
受
託
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
補
助
金
採
択
に
よ
り
事

業
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

一
年
目
の
成
果
と
し
て
、
農
薬
散

布
サ
ー
ビ

ス
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー

養
成
講

座
、
本
体

販
売
・
メ

ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
全

て
に
お
い

て
計
画
を

上
回
る
受

注
を
獲
得

指導員の声
既存事業の課題を認識し、新たな収益
事業を模索する中で、地域の農業に貢献
したいという事業主の強い思いが生み出
した事業であると思います。
今後も、当事業所の持続的な発展に貢
献できるよう継続的な支援を行って参り
ます。

大崎商工会　鈴木　一江

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
、
昭
和
二
十
七

年
に
田
尻
町
に
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
と
し
て
創
業

し
、
燃
料
販
売
の
他
、
農

業
資
材
販
売
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

田
尻
地
域
は
農
業
が
主

要
産
業
で
、
当
社
顧
客
に

も
農
家
が
多
数
い
る
こ
と

か
ら
、
小
人
数
・
高
齢
化

が
進
む
農
業
経
営
を
支
援

す
る
事
業
と
し
て
、
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
農
業

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
新
た
な

収
益
事
業
と
し
て
の
可
能

性
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

事
業
化
を
検
討
す
る
中

で
商
工
会
へ
相
談
し
、
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

を
活
用
し
て
事
業
の
実
現

を
目
指
す
事
に
し
ま
し
た
。

【
具
体
的
な取

り
組
み
内
容
】

①
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
整
備

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
展
開
の
た
め
の
農
薬

散
布
専
用
機
の
整
備
。

②
「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農

業
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
説

明
会
の
実
施

当
地
域
初
の
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
農
薬
散

布
サ
ー
ビ
ス
、
ド
ロ
ー
ン

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講

座
、
本
体
販
売
・
メ
ン
テ

で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

ド
ロ
ー
ン
は
農
業
の
み
な
ら

ず
、
土
木
・
建
築
、
物
流
な
ど
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
様
々
な
分
野
で

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は

農
業
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
業

種
・
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を

検
討
さ
れ
る
方
々
に
積
極
的
に
提

案
・
支
援
を
行
い
、
連
携
し
て
ド

ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の
推
進
を

図
り
、
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【企業概要】

事業者名：株式会社ホリマン

代 表 者：堀　健太郎

所 在 地：大崎市田尻字町 125

Ｔ Ｅ Ｌ：0229-39-1100

F A X：0229-39-1212

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

農
業
の
省
力
化
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

株
式
会
社
ホ
リ
マ
ン
（
大
崎
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト �
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【
事
業
の
概
要
】

当
社
は
平
成
二
十
三
年
一
月
に

石
巻
市
広
渕
に
お
い
て
、
板
金
塗

装
業
を
主
力
業
務
と
し
て
創
業
。

「
早
い
・
き
れ
い
・
感
動
」
を
作

業
目
標
と
し
て
社
員
一
丸
と
な
り

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
こ
と

で
、
商
圏
の
石
巻
市
で
業
容
拡
大

し
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
法

人
化
し
ま
し
た
。

東
北
陸
運
局
よ
り
分
解
整
備
事

業
場
と
し
て
の
認
証
を
受
け
て
い

る
ほ
か
、
事
業
関
連
許
認
可
と
し

て
古
物
商
許
可
、
有
償
運
送
許
可

等
を
取
得
し
て
お
り
、板
金
塗
装
・

車
両
整
備
の
専
業
事
業
者
と
し
て

品
質
に
こ
だ
わ
り
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

【
成
長
に
向
け
た
新
た
な
課
題
】

創
業
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
社

員
一
丸
と
な
り
「
早
い
・
き
れ
い
・

感
動
」
を
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
主
力
業
務
の
板
金
塗

装
の
受
注
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

受
注
量
の
増
加
に
伴
い
作
業
目
標

の
「
早
い
」
に
問
題
を
抱
え
る
こ

と
と
な
り
、
そ
う
し
た
課
題
の
解

決
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

【
商
工
会
に
よ
る
支
援
】

課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を
受

け
る
べ
く
、
商
工
会
に
相
談
を
持

ち
掛
け
、
商
工
会
及
び
県
商
工
会

連
合
会
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
支
援
が
ス
タ
ー
ト
。

競
合
他
社
と
の
差
別
化
・
競
争
力

強
化
を
実
現
す
る
事
業
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
作
業
工
程
の
分
析
を
も
と

に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
具
体
的
解

消
策
の
検
討
、
ま
た
新
規
顧
客
の

開
拓
等
を
実
施
す
る
た
め
の
塗
装

ブ
ー
ス
等
設
備
導
入
と
工
場
拡

張
、
さ
ら
に
は
有
機
溶
剤
を
使
用

す
る
従
業
員
の
健
康
や
近
隣
の
悪

臭
問
題
へ
の
対
策
と
い
っ
た
環
境

へ
の
配
慮
等
、
商
工
会
の
支
援
を

通
じ
て
緻
密
な
事
業
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
事
業
計
画
策
定
に
よ
る
成
果
】

策
定
し
た
事
業
計
画
は
、「
平

成
三
十
年
度
補
正
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向
上
促

進
補
助
金
」
の
採
択
に
繋
が
り
ま

し
た
。

新
事
業
ス
タ
ー
ト
前
の
実
証
実

験
で
は
、
以
前
、
四
時
間
か
か
っ

て
い
た
作
業
が
二
時
間
三
十
分
に

短
縮
と
な
り
、
作
業
効
率
が
飛
躍

的
に
向
上
し
た
ほ
か
、
最
新
設
備

の
導
入
に
よ
り
、
安
全
衛
生
・
健

康
管
理
等
作
業
環
境
の
改
善
で
作

業
員
の
意
識
も
向
上
。
生
産
性
・

作
業
精
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
弊

社
の
作
業
目
標
で
あ
る
「
早
い
・

き
れ
い
・
感
動
」
を
よ
り
高
い
レ

ベ
ル
で
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
も
と
に
、
令
和
二

年
一
月
六
日
に
新
工
場
を
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

実
証
実
験
や
事
業
実
施
に
向
け
た

金
融
支
援
等
に
お
い
て
も
、
商
工

会
の
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
た

こ
と
が
無
事
に
新
工
場
を
オ
ー
プ

ン
で
き
た
一
つ
の
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
、
補
助
事
業
の
成
果
と

し
て
入
庫
か
ら
出
庫
ま
で
の
時
間

短
縮
や
品
質
の
向
上
な
ど
を
積
極

的
に
打
ち
出
し
、
新
規
顧
客
の
獲

得
を
図
り
、
地
域
密
着
型
「
車
の

総
合
病
院
」
と
し
て
、
顧
客
か
ら

信
用
・
信
頼
さ
れ
る
店
作
り
を
心

が
け
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
・

従
業
員
に
対
し
ク
リ
ー
ン
な
職
場

づ
く
り
を
推
進
し
、
業
界
や
地
域

雇
用
に
貢
献
し
て
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

作業環境改善により生産性が向上

新たに導入した塗装ブースでの作業

≪宮城労働局からのお知らせ≫ 外国人を雇用する事業主の方へ
令和２年３月から外国人雇用状況の届出において在留カード番号の記載が必要となります。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/gaikokujin/gaikokujin-koyou/07.html

令和２年３月１日以降に、雇入れと離職をした外国人についての外国人雇用状況の届出（※）において、在留カー
ド番号の記載が必要となります。外国人雇用状況の届出方法は、雇用保険被保険者の場合とそれ以外の場合で、届
出方法が異なりますので、ご注意ください。
※労働施策総合推進法に基づき、外国人を雇用する事業主は、外国人労働者の雇入れと離職の際に、その氏名、在留
資格などについて、ハローワークへ届け出ることが義務づけられています。

　なお、在留資格が「外交」、「公用」の方や特別永住者は、外国人雇用状況届出の対象外となります。
〇リーフレット・届出様式はこちらをご確認ください。

元気な事業所紹介

ＣＳＲ活動を踏まえた現場革新によるシェア拡大
（株）Ｓ-ＵＮＬＩＭＩＴＥＤ　代表取締役　推野　貴之　氏
【モーターサロン　トラスト】
所在地：宮城県石巻市広渕字馬場屋敷92番地　電話・FAX番号：0225－73－2427
ＭＡＩＬ：trust@iaa.itkeeper.ne.jp
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両
県
青
連
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

る
と
と
も
に
、
将
来
起
こ
り
う
る

大
規
模
災
害
発
生
時
の
協
力
体
制

の
再
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
有
意
義
な
二
日
間
の
研
修

と
な
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
・
行

動
に
係
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

両
県
の
青
年
部
員
間
で
交
流
を
深

め
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

二
日
目
は
、
富
山
県
の
名
物
で

も
あ
る
「
ま
す
寿
司
」
の
手
作
り

体
験
の
ほ
か
、
昭
和
十
一
年
に
和

漢
薬
種
問
屋
と
し
て
創
業
さ
れ
た

池
田
屋
安
兵
衛
商
店
を
視
察
し
、

富
山
県
の
製
薬
に
関
す
る
歴
史
や

常
備
薬
「
反は

ん
ご
ん
た
ん

魂
丹
」
の
製
造
方
法

等
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、
富
山
県

の
産
業
や
食
文
化
に
つ
い
て
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

三陸ブロックの女性部を受入れた
栗駒鶯沢商工会女性部プランでの一コマ

平
成
二
十
九
年
度
に
宮
城
・
富

山
両
県
青
連
の
間
で
大
規
模
災
害

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
て
以

降
、
災
害
発
生
時
に
備
え
て
平
常

時
か
ら
強
固
な
連
携
体
制
を
築
く

こ
と
を
目
的
に
富
山
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
と
の
交
流
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。
三
年
目
と
な
る
今

年
度
は
、
富
山
県
青
連
が
幹
事
と

な
り
、
二
月
十
四
日
か
ら
十
五
日

に
か
け
て
富
山
市
内
で
開
催
さ

れ
、
本
県
青
連
役
員
等
十
七
名
が

参
加
し
た
。

一
日
目
は
、
快
適
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ホ
テ
ル
「
と
や
ま
自
遊
館
」
を
会

場
に
、
㈱
理
想
経
営
・
小
島
幸
代

氏
を
講
師
に
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
研
修
」
を
実
施
し
、
災
害
等

有
事
発
生
の
際
に
重
要
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
回
し
方
、
チ
ー
ム

本
県
女
性
連
で
は
、
地
域
の
女

性
部
員
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る

地
域
の
魅
力
を
取
り
入
れ
た
着
地

型
旅
行
や
体
験
型
観
光
の
「
お
も

て
な
し
プ
ラ
ン
」
を
全
国
の
女
性

部
に
発
信
・
Ｐ
Ｒ
し
、
女
性
部
間

や
女
性
部
員
同
士
の
交
流
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
県
か
ら
は
十
三
商
工

会
女
性
部
が
プ
ラ
ン
提
案
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
度
は
県
内
外
か
ら

十
四
商
工
会
女
性
部
、
総
勢
百
八

十
六
名（
令
和
二
年
一
月
末
現
在
）

を
受
け
入
れ
、
交
流
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

本
事
業
は
、
様
々
な
か
た
ち
で

大
勢
の
部
員
が
楽
し
み
な
が
ら
女

性
部
活
動
に
携
わ
り
参
画
で
き
る

機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
積

極
的
な
県
内
外
女
性
部
の
受
け
入

れ
を
通
じ
て
、
部
員
事
業
所
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
商
工
業
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
ま
す

富山県青連との集合写真

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

と
の
交
流
研
修
会
を
実
施

︱
大
規
模
災
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図
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︱

「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
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地
域
の
魅
力
を
発
信
！

︱
商
工
会
女
性
部
お
も
て
な
し
交
流
事
業
︱

商工会女性部名 プラン名称

名 取 市 Welcome なとり　輝く笑顔で

蔵 王 町
みやぎ蔵王の恵み　自然と文化と食と温泉でおもてなし
～ 蔵王町商工会女性部によるおもてなし事業 ～

み や ぎ 仙 台 歴史も新スポットも！発見いっぱいの旅

多賀城 ・ 七ヶ浜
歴史とうみのまちツアー
～震災から復興への道のり～

利 府 松 島
秋の味覚 ・ 利府梨と旬のランチ
世界で最も美しい湾クルーズ／歴史の足跡を辿る旅

く ろ か わ
雄大な七ツ森　神秘の山々に見守られ 「歴史散策」 と 「体験」
の旅

大 崎 東北最大の互市と花 ・ 歴史 ・ 食をたのしもう！

遠 田 歴史と文化　美しい里での楽しい出会い！

若 柳 金 成
女性部おすすめ！
「みにきてけさいん若柳 ・ 金成」 を旅しよう！

栗 駒 鶯 沢 桜染め体験と女性部のビックリ ‼ おもてなしの旅 ‼

登 米 中 央
「美し、 うまし、 登米市への誘い」
長沼ボート場と食農体験！絶品地酒を堪能する旅

み や ぎ 北 上 みやぎの明治村　歴史を訪ねる旅

東 松 島 市 空と海のまち東松島

県内おもてなしプラン一覧


